
課題解決の筋書（ロジックモデル）
キャンディ生産支援等による養蜂産業の復興に係るウクライナ・ビジネス支援事業

（株式会社山田養蜂場本社）

活動 結果
成果

初期（～1年） 中期（～3年） 長期（～5年）

ウクライナ側JV

パートナーの協

業意欲誘起

ウクライナ産はち

みつを利用した

日本製キャンディ

の販売

はちみつキャン

ディの普及

1

2

1

：ウクライナ養蜂協会

：養蜂家/退役軍人

資源

ウクライナにお

けるはちみつ※

キャンディの市

場性確認

ウクライナ産ロ

イヤルゼリーの

利用可能性

検討

：消費者/その他

はちみつ原料の

様々な商品化

(例：化粧品)

ウクライナで

キャンディ工場

建設

ウクライナ産

はちみつの高

付加価値化

はちみつキャン

ディ摂取による

健康増進

1

3

2

2

3

類似事業の勃興。

養蜂家のさらなる

所得向上

2

ウクライナ養蜂

家の所得向

上

ウクライナ産

はちみつの

需要増加

1

2

※はちみつはプロポリスを含む

キャンディ工場

による雇用創

出

ウクライナ産

ロイヤルゼリー

の活用

1 2

3 ロイヤルゼリー

摂取により食生

活が豊かに

1
2

3
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裨益者 裨益の種類 裨益者の種類

ウクライナ養蜂協会 直接 組織

養蜂農家 間接 組織

ウクライナ人消費者 間接 個人

裨益者の整理


	スライド 1
	スライド 2

